
資産の部

　 Ⅰ流動資産

現金及び預金 69,293,052

未収金 35,488,215

流動資産合計 104,781,267

Ⅱ固定資産

1.有形固定資産

建物 846,397,813

減価償却累計額 △ 313,691,403 532,706,410

構築物 12,259,418

減価償却累計額 △ 10,919,569 1,339,849

工具器具備品 6,637,929

減価償却累計額 △ 3,698,760 2,939,169

土地 1,193,641,600

有形固定資産合計 1,730,627,028

2.無形固定資産

電話加入権 37,800

無形固定資産合計 37,800

固定資産合計 1,730,664,828

資産合計 1,835,446,095

負債の部
Ⅰ流動負債

運営費交付金債務 27,936,379

未払金 72,704,152

預り金 259,675

流動負債合計 100,900,206

Ⅱ固定負債

資産見返負債

資産見返運営費交付金 6,729,869

資産見返物品受贈額 571,062 7,300,931

固定負債合計 7,300,931

負債合計 108,201,137

純資産の部
Ⅰ資本金

政府出資金 1,603,381,037

資本金合計 1,603,381,037

Ⅱ資本剰余金

資本剰余金 442,645,760

損益外減価償却累計額 △ 322,628,700

損益外減損損失累計額 △ 34,200

資本剰余金合計 119,982,860

Ⅲ利益剰余金

積立金 3,879,580

当期未処分利益 1,481

利益剰余金合計 3,881,061

純資産合計 1,727,244,958

負債純資産合計 1,835,446,095

（うち、当期総利益1,481円）

貸借対照表(労災勘定）
(平成27年3月31日)

（単位：円）



 経常費用

業務費

人件費 46,010,921

諸謝金 6,189,870

図書印刷費 536,619

消耗品費 480,988

賃借料 586,100

旅費交通費 579,434

その他 68,782 54,452,714

一般管理費

人件費 2,325,334

外部委託費 25,028,540

水道光熱費 12,807,318

消耗品費 1,238,880

賃借料 169,440

租税公課 4,346,200

減価償却費 1,190,656

その他 38,880 47,145,248

経常費用合計 101,597,962

 経常収益

運営費交付金収益 100,407,705

資産見返負債戻入

資産見返運営費交付金戻入 1,166,391

資産見返物品受贈額戻入 24,265 1,190,656

雑益 1,082

経常収益合計 101,599,443

経常利益 1,481

 当期純利益 1,481

 当期総利益 1,481

損益計算書(労災勘定)
(平成26年4月1日～平成27年3月31日）

（単位：円）



Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー

  人件費支出 △ 48,077,944

  業務支出 △ 8,746,360

　一般管理支出 △ 44,480,078

  運営費交付金収入 111,224,000

     小計 9,919,618

    業務活動によるキャッシュ・フロー 9,919,618

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

  有形固定資産の取得による支出 △ 66,705,978

　施設費による収入 64,311,978

    投資活動によるキャッシュ・フロー △ 2,394,000

Ⅲ　資金増減額 7,525,618

Ⅳ　資金期首残高 61,767,434

Ⅴ　資金期末残高 69,293,052

キャッシュ・フロー計算書(労災勘定)
（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

（単位：円）



Ⅰ　業務費用

　　（１）損益計算書上の費用

　　　　　業務経費 54,452,714

　　　　　一般管理費 47,145,248 101,597,962

　  （２）（控除）自己収入等

　　　　　雑益 △ 1,082 △ 1,082

　　　　業務費用合計 101,596,880

Ⅱ　損益外減価償却相当額 37,219,308

Ⅲ　引当外賞与見積額 △ 99,696

Ⅳ　引当外退職給付増加見積額 △ 3,306,933

Ⅴ　機会費用

　　　国又は地方公共団体財産の無償又は

　　　減額された使用料による貸借取引の

　　　機会費用 2,236,567

　　　政府出資又は地方公共団体出資等の

　　　機会費用 6,835,561 9,072,128

Ⅵ　行政サービス実施コスト 144,481,687

（単位：円）

（注）「Ⅲ引当外賞与見積額」及び「Ⅳ引当外退職給付増加見積額」の計上基準については、
　　　注記事項（Ｐ７３～）［重要な会計方針］３.４.に記載しております。

（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

行政サービス実施コスト計算書（労災勘定）



注 記 事 項（労災勘定） 

 

〔重要な会計方針〕 

 

１．運営費交付金収益の計上基準 

（１）管理部門の活動経費である一般管理費のうち、業務の実施と運営費交付金財源

との対応関係が明らかである年間業務契約を行っている費用については、期間進行

基準（一定の期間の経過を業務の進行とみなし、運営費交付金債務を収益化する方

法）を採用しております。 

（２）その他の費用につきましては、費用進行基準（業務のための支出額を限度とし

て収益化する方法）を採用しております。 

これは、当機構の業務のうち急変する社会情勢に対応するため主務省より年度途

中において要請を受ける研究業務が発生した場合、これを既定の予算の範囲内で支

出するため、支出に対応する業務と運営費交付金との対応関係を年度当初に示すこ

とができないこと、また、運営費交付金対象外事業により生じた収益相当額を運営

費交付金対象事業に充当するため、業務の実施と運営費交付金との期間的な対応が

明確にできないこと等から、業務達成基準及び期間進行基準を採用しなかったもの

です。 

 

２．減価償却の会計処理方法 

  有形固定資産 

    定額法を採用しております。 

    なお、主な資産の耐用年数は以下のとおりであります。 

     建物         6～50 年 

     構築物        8～50 年 

     工具器具備品     5～15 年 

 

    また、特定の償却資産（独立行政法人会計基準第 87）の減価償却相当額について

は、損益外減価償却累計額として資本剰余金から控除して表示しております。 

 

３．賞与に係る引当金及び見積額の計上基準 

将来支給する賞与については、当期以前の事象に起因する合理的な見積額を引当

金として貸借対照表に負債計上するとともに、当期の負担に帰すべき額を損益計算

書に費用計上することになっておりますが、その財源措置が運営費交付金により明

らかにされている場合には、引当金は計上しないこととされています。 

当機構における賞与については、運営費交付金から財源措置がなされるため、賞

与に係る引当金は計上しておりません。 



この場合、国民の負担に帰せられるコストを示すため、「引当外賞与見積額」と

して、行政サービス実施コスト計算書に表示することとされております。 

なお、行政サービス実施コスト計算書における「引当外賞与見積額」は、事業年

度末に在職する職員について、当期末の引当外賞与見積額から前期末の引当外賞与

見積額を控除して計算しております。 

 

４．退職給付に係る引当金及び見積額の計上基準 

将来支給する退職給付については、当期以前の事象に起因する合理的な見積額を

引当金として貸借対照表に負債計上するとともに、当期の負担に帰すべき額を損益

計算書に費用計上することとされておりますが、その財源措置が運営費交付金によ

り明らかにされている場合には、引当金は計上しないこととされています。 

当機構における退職一時金及び厚生年金基金への掛金並びに年金基金積立不足

額については、運営費交付金により財源措置がなされるため、退職給付に係る引当

金は計上しておりません。 

この場合、国民の負担に帰せられるコストを示すため、「引当外退職給付増加見

積額」として、行政サービス実施コスト計算書に表示することとされております。 

    なお、行政サービス実施コスト計算書における「引当外退職給付増加見積額」は、

退職一時金に係る債務については、事業年度末に在職する役職員について、当期末

の自己都合退職金要支給額から前期末の自己都合退職金要支給額を控除した額か

ら、退職者に係る前期末退職給付見積額相当額を控除した金額とし、厚生年金に係

る年金債務については、年金債務に係る当期末の退職給付見積額から、前期末の退

職給付見積額を控除した金額を計上しております。 

 

５．行政サービス実施コスト計算書における機会費用の計上方法 

（１）国又は地方公共団体財産の無償又は減額された使用料による貸借取引の機会費

用の計算方法 

不動産鑑定士の鑑定評価額に基づき計上しております。 

（２）政府出資又は地方公共団体出資等の機会費用の計算に使用した利率 

10年利付国債の平成27年3月末利回りを参考に0.400％で計算しております。 

 

６．消費税等の会計処理 

   消費税等の会計処理は、税込方式によっております。 

  

７．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

資金の範囲は、手許現金及び普通預金からなっております。 

 

 



〔貸借対照表 関係〕 

１．運営費交付金等の国からの財源措置から充当されるべき賞与の見積額は、  

3,772,459 円です。 

 

２．運営費交付金等の国からの財源措置から充当されるべき退職給付の見積額は、

41,629,315 円です。 

 

〔損益計算書 関係〕 

１．業務費 人件費の内訳                

給与及び手当                     40,054,323 円 

法定福利費（職員）                  5,956,598 円 

 

２．一般管理費 人件費の内訳 

役員報酬                         622,832 円 

給与及び手当                      1,398,966 円 

法定福利費（職員）                    303,536 円 

 

〔キャッシュ・フロー計算書 関係〕 

１．資金期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

現金及び預金勘定      69,293,052 円 

       資金期末残高            69,293,052 円 

 

 ２．重要な非資金取引の内容 

    重要な非資金取引はございません。 

 

〔金融商品に関する注記〕 

 １．金融商品の状況に関する事項 

当機構は、資金運用については１年以上の長期にわたり運用が可能となる余裕金

について、満期保有を原則として独立行政法人通則法第 47条に規定されている金融

商品（国債、地方債及び政府保証債）のみを対象として行っており、デリバティブ

取引は行っておりません。 

上記以外の期中において短期的に生ずる資金運用については、預金に限定して

行っております。また、運用先金融機関等の債務不履行リスク等に十分配慮し信用

ある格付け機関の格付けを「Ａ」以上として選定し定期的に確認を行っております。 

なお、余裕金の運用にあたっては内部規程に定められた制限及び手続きをもって

行うこととしております。 

 



 ２．金融商品の時価等に関する事項 

     期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとお

りであります。 

                                （単位：円） 

区   分 
貸借対照表計上額

（*）A 
時  価（*）B 

差  額 

B-A 

(1)現金及び預金 

(2)未収金 

(3)未払金 

69,293,052 

35,488,215 

(72,704,152)

69,293,052  

35,488,215  

(72,704,152) 

0 

0 

(0)

（*）負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。 

 

（注１）金融商品の時価の算定方法 

（１）現金及び預金、（２）未収金 

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、

当該帳簿価額によっております。 

（３）未払金 

未払金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、

当該帳簿価額によっております。 

       

〔賃貸等不動産に関する注記〕 

   該当する賃貸等不動産はございません。 

 

〔不要財産に係る国庫納付等に関する注記〕 

    不要財産の国庫納付等に該当する支出はございません。 

 

〔資産除去債務に関する注記〕 

  資産除去債務に該当する資産はございません。  

 

〔重要な債務負担行為〕 

  重要な債務負担行為はございません。 

 

〔重要な後発事象〕 

  重要な後発事象はございません。 

 

 

 

 



　Ⅰ　当期未処分利益 1,481円

　　当期総利益 1,481円

　Ⅱ　利益処分額

　　積立金 1,481円

利益の処分に関する書類

（労災勘定）



１．固定資産の取得及び処分並びに減価償却費（「第87　特定の償却資産の減価に係る会計処理」による損益外減価償却相当額も含む。）の明細並びに減損損失累計額

（単位：円）

　減価償却累計額

当期償却額

6,614,579 0 0 6,614,579 2,252,816 443,177 0 4,361,763

6,367,384 0 0 6,367,384 3,428,216 747,479 0 2,939,168

12,981,963 0 0 12,981,963 5,681,032 1,190,656 0 7,300,931

773,616,837 66,166,397 0 839,783,234 311,438,587 37,101,358 0 528,344,647

12,259,418 0 0 12,259,418 10,919,569 117,950 0 1,339,849

270,545 0 0 270,545 270,544 0 0 1

786,146,800 66,166,397 0 852,313,197 322,628,700 37,219,308 0 529,684,497

1,193,641,600 0 0 1,193,641,600 0 1,193,641,600

1,193,641,600 0 0 1,193,641,600 0 1,193,641,600

780,231,416 66,166,397 0 846,397,813 313,691,403 37,544,535 0 532,706,410

12,259,418 0 0 12,259,418 10,919,569 117,950 0 1,339,849

6,637,929 0 0 6,637,929 3,698,760 747,479 0 2,939,169

1,193,641,600 0 0 1,193,641,600 0 1,193,641,600

1,992,770,363 66,166,397 0 2,058,936,760 328,309,732 38,409,964 0 1,730,627,028

37,800 0 0 37,800 37,800

37,800 0 0 37,800 37,800

（注1）無形固定資産に係る減損損失は、帳簿価格から直接控除して表示している。尚、当期末における無形固定資産に係る減損損失の累計額は34,200円である。

（注2）減損損失累計額（注1の額を含む）は、中期計画等で想定した業務運営を行ったにもかかわらず生じた減損に係るものである。

（注3）建物は、労働大学校の改修工事により増加したものである。

構 築 物

工 具 器 具 備 品

附属明細書（労災勘定）

資産の種類 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 差引当期末残高 摘  要減損損失累計額

土 地

建 物

計

計

有形固定資産
(償却費損益内)

有形固定資産
(償却費損益外)

非償却資産
計

工 具 器 具 備 品

建 物

建 物

有形固定資産
合計

計

構 築 物

土 地

工 具 器 具 備 品

無形固定資産
電 話 加 入 権

計



２．資本金及び資本剰余金の明細

（単位：円）

区  分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 摘  要

1,603,381,037 0 0 1,603,381,037

計 1,603,381,037 0 0 1,603,381,037

377,566,907 66,166,397 0 443,733,304
施設整備費補助金に
よる改修工事

△ 1,087,544 0 0 △ 1,087,544

376,479,363 66,166,397 0 442,645,760

損益外減価償却累計額 △ 285,409,392 △ 37,219,308 0 △ 322,628,700 減価償却による増加

△ 34,200 0 0 △ 34,200

91,035,771 28,947,089 0 119,982,860

３．積立金の明細

（単位：円）

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

3,397,582 481,998 0 3,879,580

４．運営費交付金債務及び当期振替額等の明細

(1)運営費交付金債務の増減の明細 （単位：円）

当期振替額

運営費交
付金収益

資産見返運
営費交付金

資本剰余金 小  計

0 0 0 0 0 8,584,371

0 0 0 0 0 8,535,713

111,224,000 100,407,705 0 0 100,407,705 10,816,295

111,224,000 100,407,705 0 0 100,407,705 27,936,379

摘　要区　　　分

資
本
金

政府出資金

期首残高

資本剰余金

計

差引計

損益外減損損失累計額

通則法44条1項積立金

交付
年度

交付金当期
交付額

　施設費
資
本
剰
余
金

　損益外除売却差額相当額

利益処分による増加

期末残高

8,584,371平成24年度

合  計 17,120,084

平成25年度 8,535,713

平成26年度 0



(2)運営費交付金債務の当期振替額の明細

　26年度交付分　 （単位：円）

　―　(業務達成基準を採用した業務は無い)

①期間進行基準を採用した業務：一般管理費のうち年間業務契約を行っている業務

②当該業務に係る損益等

ア）損益計算書に計上した費用の額： 21,922,519

（外部委託費：21,922,519）

イ）自己収入に係る収益計上額： 0

①費用進行基準を採用した業務：期間進行基準を採用した業務以外の全ての業務

②当該業務に係る損益等

ア）損益計算書に計上した費用の額： 79,675,443

イ）自己収入に係る収益計上額： 1,082

③運営費交付金の振替額の積算根拠

費用79,675,443-自己収入1,082-資産見返負債戻入1,190,656=78,483,705

運営費交付金収入から自己収入で充当した経費相当額を除いた額を運営費交付金収益に計上する
こととしている。

合  計 100,407,705

0
第３期中期目標期間三年度目であることから、独立行政法人会計基準第81第3項の規定に該当せ
ず。

資本剰余金

（人件費：48,336,255、諸謝金：6,189,870、図書印刷費：536,619、賃借料：755,540、水道光
熱費：12,807,318、消耗品費：1,719,868、租税公課：4,346,200、外部委託費：3,106,021、旅
費交通費：579,434、減価償却費：1,190,656、その他：107,662)

21,924,000

0

計

会計基準第81第3項
による振替額

運営費交付金
収益

78,483,705

計 78,483,705

（雑益：1,082)

振替額

資産見返運営費
交付金

0
業務達

振替額

計 0

運営費交付金
収益

21,924,000

行基準

による

費用進 資産見返運営費
交付金

0

振替額

行基準

による

期間進 資産見返運営費
交付金

0

資本剰余金 0

内　　訳

0
運営費交付金

収益

区　　分 金　　額

資本剰余金 0

成基準

による



(3)運営費交付金債務残高の明細 （単位：円）

0 　―　(業務達成基準を採用した業務は無い)

0

8,584,371

0 　―　(業務達成基準を採用した業務は無い)

0

8,535,713

0 　―　(業務達成基準を採用した業務は無い)

0

10,816,295

５.運営費交付金以外の国等からの財源措置の明細

   施設費の明細

（単位：円）

建設仮勘定見返施
設費

資本剰余金 その他

66,166,397 0 66,166,397 0

66,166,397 0 66,166,397 0

10,816,295

計 8,535,713

業務達成基準を採用
した業務に係る分

期間進行基準を採用
した業務に係る分

○期間進行基準を採用した業務は、一般管理費のうち年間業務契約を行って
いる業務である。
○年度計画の予定どおりに業務が進行したので、当該業務に充てられる運営
費交付金の計画額全額を収益化した。

費用進行基準を採用

した業務に係る分

平成25年度

運営費交付金債務残高

平成24年度

業務達成基準を採用
した業務に係る分

期間進行基準を採用
した業務に係る分

○期間進行基準を採用した業務は、一般管理費のうち年間業務契約を行って
いる業務である。
○年度計画の予定どおりに業務が進行したので、当該業務に充てられる運営
費交付金の計画額全額を収益化した。

○費用進行基準を採用した業務は、期間進行基準を採用した業務以外の全て
の業務である。
○運営費交付金債務残高の発生理由は、人件費の削減等、一般競争入札の積
極的導入による入札差額の発生、事業の効率化等による経費の削減に伴い、
運営費交付金の収益化額が計画を下回り、翌事業年度に繰り越したもの。

（注：運営費交付金の収益化については、自己収入を優先的に充てることと
する。）
なお、中期計画で予定した、本事業年度に実施すべき業務については、計画
どおりに実施済みであり、業務の未達成による運営費交付金債務の翌年度へ
の繰越額はない。

費用進行基準を採用

○費用進行基準を採用した業務は、期間進行基準を採用した業務以外の全て
の業務である。
○運営費交付金債務残高の発生理由は、人件費の削減等、一般競争入札の積
極的導入による入札差額の発生、事業の効率化等による経費の削減に伴い、
運営費交付金の収益化額が計画を下回り、翌事業年度に繰り越したもの。

（注：運営費交付金の収益化については、自己収入を優先的に充てることと
する。）
なお、中期計画で予定した、本事業年度に実施すべき業務については、計画
どおりに実施済みであり、業務の未達成による運営費交付金債務の翌年度へ
の繰越額はない。

摘  要区  分

左の会計処理内訳

した業務に係る分

計

交付年度 残高の発生理由及び収益化等の計画

8,584,371

施設整備費補助金

計

当期交付額

平成26年度

業務達成基準を採用
した業務に係る分

期間進行基準を採用
した業務に係る分

○期間進行基準を採用した業務は、一般管理費のうち年間業務契約を行って
いる業務である。
○年度計画の予定どおりに業務が進行したので、当該業務に充てられる運営
費交付金の計画額全額を収益化した。

○費用進行基準を採用した業務は、期間進行基準を採用した業務以外の全て
の業務である。
○運営費交付金債務残高の発生理由は、一般競争入札の積極的導入による入
札差額の発生、事業の効率化等による経費の削減に伴い、運営費交付金の収
益化額が計画を下回り、翌事業年度に繰り越したもの。

（注：運営費交付金の収益化については、自己収入を優先的に充てることと
する。）
なお、中期計画で予定した、本事業年度に実施すべき業務については、計画
どおりに実施済みであり、業務の未達成による運営費交付金債務の翌年度へ
の繰越額はない。

費用進行基準を採用

した業務に係る分

計



６．役員及び職員の給与の明細

（単位：千円、人）

支給額 支給人員 支給額 支給人員
(-) (0) (-) (0)

623            0              - 0              
(-) (0) (-) (0)

47,713         4              - 0              
(-) (0) (-) (0)

48,336         4              - 0              

(注１)非常勤職員に対する給与支給額及び支給人員は、各々の区分において(　)外書で記載しております。

(注２)役員に対する報酬の支給基準

　　 独立行政法人労働政策研究・研修機構役員報酬規程に基づき支給しております。

(注３)職員に対する給与の支給基準

　　 独立行政法人労働政策研究・研修機構職員給与規程に基づき支給しております。

　　 また、非常勤職員については、独立行政法人労働政策研究・研修機構嘱託に関する取扱要領に基づき支給しております。

(注４)職員の報酬又は給与の支給人員は、年間平均支給人員数となっております。

(注５)支給人員数については、独立行政法人労働政策研究・研修機構の業務運営並びに財務及び会計に関する省令（平成15年9月30日

　 　厚生労働省令第151号）第10条に基づく共通経費の各勘定への配分をする前の支給人員を記載しております。

(注６)役員に対する退職金の支給基準

　　 独立行政法人労働政策研究・研修機構役員退職金規程に基づき支給しております。

(注７)職員に対する退職手当の支給基準

　　 独立行政法人労働政策研究・研修機構職員退職手当支給規程に基づき支給しております。

役　　　員

報酬又は給与
区　　　分

職　　　員

合　　　計

退職手当


